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【手続補正書】
【提出日】平成24年2月27日(2012.2.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放送信号を受信する放送受信装置であって、
　放送信号に含まれる放送局指定領域の情報を取得する取得手段と、
　ユーザ操作に従い、ユーザ指定領域を入力するための入力手段と、
　前記放送局指定領域および前記ユーザ指定領域に基づき、表示する映像の視聴領域を決
定する視聴領域決定手段とを備え、
　前記視聴領域決定手段は、前記放送局指定領域の移動に応じて視聴領域を移動させるこ
とを特徴とする放送受信装置。
【請求項２】
　前記視聴領域決定手段は、前記放送局指定領域の移動方向に連動して視聴領域を移動さ
せることを特徴とする請求項１に記載の放送受信装置。
【請求項３】
　前記視聴領域決定手段は、前記放送局指定領域の移動速度に連動して視聴領域を移動さ
せることを特徴とする請求項１または請求項２に記載の放送受信装置。
【請求項４】
　さらに、前記入力手段により前記ユーザ指定領域による視聴操作を受けた場合に、映像
中に前記放送局指定領域を視認可能に表示する映像表示制御手段を備えることを特徴とす
る請求項１乃至３のいずれか１項に記載の放送受信装置。
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【請求項５】
　前記視聴領域決定手段は、前記放送局指定領域の中心座標と前記ユーザ指定領域の中心
座標との位置関係をもとに、表示する映像の視聴領域を決定することを特徴とする請求項
１乃至４のいずれか１項に記載の放送受信装置。
【請求項６】
　前記ユーザ指定領域は、前記放送局指定領域を初期値としてサイズを変更することによ
り設定可能であることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の放送受信装置
。
【請求項７】
　放送信号を受信する放送受信装置の制御方法であって、
　放送信号に含まれる放送局指定領域の情報を取得する取得工程と、
　ユーザ操作に従い、ユーザ指定領域を入力するための入力工程と、
　前記放送局指定領域および前記ユーザ指定領域に基づき、表示する映像の視聴領域を決
定する視聴領域決定工程とを有し、
　前記視聴領域決定工程では、前記放送局指定領域の移動に応じて視聴領域を移動させる
ことを特徴とする放送受信装置の制御方法。
【請求項８】
　前記視聴領域決定工程では、前記放送局指定領域の移動方向に連動して視聴領域を移動
させることを特徴とする請求項７に記載の放送受信装置の制御方法。
【請求項９】
　前記視聴領域決定工程では、前記放送局指定領域の移動速度に連動して視聴領域を移動
させることを特徴とする請求項７または請求項８に記載の放送受信装置の制御方法。
【請求項１０】
　さらに、前記入力工程により前記ユーザ指定領域による視聴操作を受けた場合に、映像
中に前記放送局指定領域を視認可能に表示する映像表示制御工程を有することを特徴とす
る請求項７乃至９のいずれか１項に記載の放送受信装置の制御方法。
【請求項１１】
　前記視聴領域決定工程では、前記放送局指定領域の中心座標と前記ユーザ指定領域の中
心座標との位置関係をもとに、表示する映像の視聴領域を決定することを特徴とする請求
項７乃至１０のいずれか１項に記載の放送受信装置の制御方法。
【請求項１２】
　前記ユーザ指定領域は、前記放送局指定領域を初期値としてサイズを変更することによ
り設定可能であることを特徴とする請求項７乃至１１のいずれか１項に記載の放送受信装
置の制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の一実施形態の放送受信装置は、放送信号を受信する放送受信装置であって、放
送信号に含まれる放送局指定領域の情報を取得する取得手段と、ユーザ操作に従い、ユー
ザ指定領域を入力するための入力手段と、前記放送局指定領域および前記ユーザ指定領域
に基づき、表示する映像の視聴領域を決定する視聴領域決定手段とを備える。前記視聴領
域決定手段は、前記放送局指定領域の移動に応じて視聴領域を移動させる。
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